



















工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
重金属
p　液 180540126 0 3 0 720旦0453801，570105 0 370 560◎599
水　銀
p　液 20 0 275 80 0 0 10 0 3 60 0 0 0 0 448
シアン
p　液 20 0 22 0 0 0 62 8035 0 0 0 0 0 219










薬 工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
重金属　　　　　60廃　液
240 20 0 0 02301，240 60 720 90 0 3103003270
崖鍵　・ 0 100 80 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 183
廃礒　・ 0 0 0 0 0 ．42 60 15 0 0 0 0 0 117








薬 工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
重金属
p　液
ド120 300106 0 3 0 490805320850 15 0 60 2603329
水　弓
諱@液 20 0 175 0 0 0 10 0 0 60 0 0 0 0 265
シアン
p　液 20 0 22 0 0 0 20 20 20 0 0 0 0 0 102
計 160300 3030 3 0 520825340 91015 0 60 2603，696
（単位：L）
表3　無機廃液年間処理量とスラッジ発生量（昭和59年度）
廃液種別 処　理　期　間 処理量 処理水水質 スラッジ発生量 スラッジ含水量
水　　銀 S59．9．17～9．27 00Z合　　格 127．5　たg 66．3　％
重金属 〃　9．27～10．3 720Z 〃 62．5　緬 54．4　％
〃 〃10．3～10．9 620．己 〃 98．5　た9 66．4　％
〃 〃10．15～10．20630Z 〃 87．0　たg 62．4　％
〃 〃10．22～10．26600君 〃 74．0　たg 63．3　％
〃 〃10．26～11．1700Z 〃 100．0　たg 63．9　％
染　　料 〃12，4～12．5 600Z 〃 46，5　々g 62．6　％
重金属 S60．2．26～3．6850．6 〃 166．0　々g 61．2　％
〃 〃　3．7～3．15 800∠， 〃 125．5　々g 63．2　％
〃 〃　3．18～3．27 630君 〃 111．5　たg 63．0　％
〃　3．28～4，9 630．己 〃 151．0　々g 63．4　％



















































































































薬 工 農　教養 農研 温研 環境 津山p 計 （参考）T8年度
可燃性
p　液 140700 350 40016 01，9902，620 1，26050 280 0 50 108，010 5，370
難i燃性
p　液 0 200950 0 150 0 0 0 150 0 0 0 0 01，4502，340









薬 工 農 教養、 農研 温研 環境 津山p 計
可燃性
p　液 140690170220100 0 9701，480550 20 160 0 0 0 4，500
難i燃性
r液 0 200850 0 50 0 0 0 150 0 0 0 0 0 1，250




﨑ﾊ 教育 理 医
??? ? ???
薬 工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
可燃性
p　液 0 10 180 180 600 1，020 1，140710 30 120 0 50 103，510
難燃性
p　液 0 0 ユ00 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0200
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育学。 理学部 歯学部 薬学部 工学部 農学部 教養部 農　研 図書館 計
定着廃液 68 108 0 70 180 2 30 3 108 569
現像廃液 371 266 700 34 437 7 56 17 14 　」P，902
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表7・COD計廃液の発生・処理状況（北団地・東団地・西団地）
年　　　　月 北団地 東団地 西団地 計 貯留量 備　　　　考
3670前年度繰越量
昭和59年4月 416 364 一 780 4，450
5 422 328 一 750 5，200
6 572 453 一 1，025 1，425売り払い4800君
7 511 474 一 985 2，410
8 443 417 ｝ 860 3，270
9 481 423 4261，330 4600
10 433 420 4471，300 5，900
11 520 498 5121，530 1，430売り払い昼000君
12 453 442 455 1，350 2，780
昭和60年1月 426 420 4541，300 4，080
2 426 426 4681，320 5，400














　月萩ﾇ 59年S 5 6 7 8 9 10 11 12 60年P 2 3 計
教育学部 4 4 0 5 0 2 3 1 2 2 1 5 29
理学部 4 7 r8 0 4 0 2 0 0 0 0 1 26
薬学部 4 4 1 3 6 0 1 19
工学部 0 11 21 9 11 0 0 5 0 0 0 2 59
農学部 ／ 4 3 1 1 4 6 8 27
教養部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0











































津島北団地 7．6 7．1 18 14 不検出 不検出 0．03 0．22 0．1559年
S／22津島東団地 7．5 1．4 7．8 4 〃 〃 不検出 0．16 0．13
津島北団地 7．1 1．9 8．5 7 〃 〃 0．02 0．ユ9 0．36
5／21津島東団地 6．3 9．6 9．5 9 〃 〃 0．01 1．4 0．05
津島北団地 7．4 9．1 8．6 4 〃 〃 0．03 α19 α21
6／18津島東団地 6．8 1．5 10 6 〃 〃 不検出 0．21 0．04
津島北団地 7．7 4．9 7．0 1 〃 〃 0．11 0．320．277／9 津島東団地 7．4 3．2 5．2 1以下 〃 〃 不検出 0．11 0．02
津島北団地 7．6 3．7 3．7 2 〃 〃 0．03 0．21 0．178／20津島東団地 7．4 3．0 5．1 2 〃 〃 0．01 0．23 0．01
津島北団地 7．4 2．3 4．8 1以下 〃 0．01 0．03 0．24 0．12
9／20津島東団地 7．6 2．7 74 1 〃 ：不検出 0．01 0．11 0．03
津島西団地 7．1 44 17 15 〃 0．04 0．01 0．36 0．11
津島北団地 7．4 49 14 3 〃 不検出 0．05 0．49 0．14
10／25津島東団地 6．8 3．3 6．6 1 〃 〃 不検出 0．11 0．02
津島西団地 7．4 3．4 6．4 2 〃 〃 〃 0．18 α05
津島北団地 7．5 14 a3 2 〃 〃 〃 0．10 0．26
11／20津島東団地 7．7 1．2 7．4 2 〃 〃 〃 0．09 0．01
津島西団地 7．1 28 14 3 〃 〃 0．02 0．32 0．10
津島北団地 7．6 11 9．1 6 〃 〃 0．01 0．09 0．17
12／20津島東団地 7．5 2．2 6．0 2 〃 0．04不検出 0．09 0．02
津島西団地 7．7 16 11 6 〃 不検拙 〃 0．21 0．07
津島北団地 7．7 5．2 99 4 〃 〃 0．11 0．38 0．1960年
P／22津島東団地 7．4 2．2 5．7 1以下 〃 〃 不検出 0．11 0．02
津島西団地 7．6 44 14 1 〃 〃 〃 0．34 α09
津島北団地 7．4 11 7．7 6 〃 〃 0．02 0．14 0．26
2／19津島東団地 7．0 4．0 6．1 3 〃 ノノ 不検出 0．12 0．12
津島西団地 7．5 13 14 2 〃 〃 ノノ 0．14 0．10
津島北団地 7．3 17 9．9 6 〃 〃 〃 0．09 0．14
3／13津島東団地 7．3 4．7 5．8 1 〃 〃 〃 0．08 0．02






























0．08不検出 不検出 0 一 2．49不検出 0．05不検出 不検出 不検出 不検出
0．01 〃 〃 0 一 2．10 〃 0．01 〃 〃 〃 〃
0．11 〃 〃 13 一 0．91 〃 不検出 〃 〃 〃 〃
0．51 〃 〃 0 一 4．42 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．05 〃 〃 40 一 0．90 〃 〃 0．02 〃 〃 〃
0．07 〃 〃 0 一 4∫75 〃 0．04不検出 〃 〃 〃
0．12 〃 03 58 皿 0．84 〃 不検出 〃 〃 〃 〃
0．01 〃 ：不検出 0 『 3．08 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．08 〃 〃 75 『 0．55 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．03 〃 〃 0 一　　　3．6 〃 〃 〃 〃 〃 ノノ
0．02 〃 〃 15 11　　　0．82、 〃 〃 Zノ 〃 〃 〃
0．02 〃 〃 0 26 22 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．05 〃 〃 95 11 1．4 ノノ Zノ ！ノ 〃 〃 1ノ
0．18 〃 〃 10 12 0．91 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．14 〃 〃 0 20 2．5 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．02 〃 〃 130 32 4．4 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．13 〃 〃 10 11 0．58 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．02 〃 〃 0 21 2．6 ノノ 〃 〃 〃 〃 〃
0．01 〃 〃 4 12 1．9 〃 0．01　　〃 〃 〃 〃
0．08 〃 〃 0 9．5 1．5 〃 不検出 〃 〃 〃 〃
不検出 〃 〃 0 16 2．8 〃 〃 〃 〃 〃 〃
〃 〃 〃 38 24 2．3 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．04 〃 〃 0 17 1．4 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．01 〃 ノノ 0 19 2．9 〃 0．03 〃 〃 〃 〃
不検出 〃 〃 0 13 1．8 〃 0．02 ノノ 〃 〃 Zノ
0．09 〃 〃 0 9．2 0．81 〃 不検出 〃 〃 〃 〃
0．03 〃 〃 0 19 3．0 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．03 〃 〃 0 36 3．4 〃 〃 〃 〃 Zノ 〃
0．04 〃 〃 0 9．0 0．80 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．01 〃 〃 0 11 1．7 〃 〃 〃 〃 〃 〃
0．03 〃 〃 30 32 4．3 〃 〃 〃 〃 〃 〃
69一
昭和59年度設備保全状況
無機廃液部門
　従来の無機廃液及び有機廃液のどちらの範ちゅうにも入らない教育学部で発生する染料・絵具廃
液の処理についてセンターでは，検討を重ねてきた（センター報6号参照）。そ．して，60年2月に
染料・絵具廃液タンク2000Lを無機廃液処理施設内に設置した。これは59年度12月に現在の無機廃
液処理装置による実際の処理を行った結果，本処理プロセスの有用性が確認されたため，発生者の
教育学部と検討を行い，発生者の手によって搬入・処理を行うことが決まり，60年度からの本格的
受入のために設置されたものである。すなわち，染料・絵具廃液を発生する人が廃液を搬入し専用
タンクに貯留し，無機廃液処理施設で処理可能な量（ユOOOL程度）になった段階で，発生者自身
によって処理するというセンター及び発生者の教育学部との話し合いによって，教育学部の費用に
よって設置されたもので，タンク容量2000Lは，教育学部で一年間に発生する染料・絵具廃液量
に相当する。
　’今後センターでは，実際の処理に当って処理をする人（発生者）の指導方法等について検討を行
って行く予定であり，60年4月には第1回の染料・絵具廃液の受入が行われた。
　　有機廃液部門
　昭和59年11月に排ガスモニタリング装置のオーバーホールを行った。今回は57年4月の総合点検
以来の点検であり，老朽化の著しい部品もいくつかあったためその交換を行った。主な交換部品は，
サンプリングのための真空ポンプ，CO計及びSOx計の検出器等である。このオーバーホールの後，
順調な稼動をしている。
　次に，昭和60年3月に有機廃液処理の前に必ず行う廃液中のCl濃度測定のためのX線C1メータ
（理学電機）のオーバーホールを行った。今回のオーバーホールでは検出感度を上げるために試料
台の取替を行った。この取替で，従来の廃液をフィルム中に入れヒモで結ぶというサンプル試料で
は測定できなくなりました。測定には新しく購入した試料セルによるサンプル作製が必要となりま
す。このサンプル試料作製は比較的簡単に行えますが，昭和60年度上期の処理より使用しますので
不明な点はセンター職員に尋ねるなどしてトラブルのないようお願いします。
　また，昭和60年1月に有機廃液処理装置の燃焼炉のエアーノズルの交換を行い処理が順調に行え
るよう炉の噴霧関係のオーバーホールも行った。
一70一
洗浄・生活排水
　昭和59年8月に津島地区排水基幹整備皿期工事の完了に伴い，西団地（農・薬学部及び事務局）
の合併処理槽，水質測定室及びpH槽（農・薬学部）が完成した。
　また，昭和59年6月には北団地及び東団地のCOD計のメーカーによるオーバーホールを行った。
西団地水室測定室
薬学部・農学部pH槽擁醗、
璽騰． ?…??
??
　　
一71　一
